
段落の構成「はじめ・なか・おわり」と、その役割を理解して文章を書く子どもの育成 

～子どもの「書きたい！」を引き出す課題づくりを通して～ 
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１．はじめに 

24年度、自校で行った学習指導改善調査の結果を分析したところ、「段落構成」の項目の正答率が低か

った。三部構成で文章を書くことに慣れていない実態が見える。段落を区切って書くことで、内容が整

理され、書き手の主張が伝わりやすいことを子どもに知らせるには、段落構成を可視化して示すことが

必要だと考えた。 

本単元は、三部構成の文章の書き方に慣れていない 4年生の子どもに、「はじめ・なか・おわり」を意

識した三部構成の文章を書かせたいと願って構想した。教師自作の「ゲームなんてやめなさい！」を示

すことで、子どもの「書きたい！」気持ちを引き出し、さらに三部構成の「書かれ方」に目を向けさせ

るよう仕組んだ実践である。 

 

２．本実践のキーワード 

 
 
 
 

 

  

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．つけたい力 

 ★三部構成の形式のよさに気付き、「はじめ・なか・おわり」を使って、意見文を書く力 
 ★自分で集めた資料の中から、自分の伝えたいことに合う事実を選んで書く力 

①子どもの「書きたい！」を引き出す課題づくり 

  ②「はじめ・なか・おわり」の型（モデル）の提示 

  ③習得した型（モデル）を活用して書く 

 

メモや資料をもとに、三部構成を意識して文章を書くことができない。 

自分で集めた資料の中から目的に応じてメモを取捨選択し、三部構成を意識して文章が書けるようになる。 

三部構成のモデル文「ゲームなんてやめなさい」を提示し、先生の考えに反論する

ために書くという相手意識・目的意識を高める。 
 

モデル文に沿って反論の意見文①を書くことで、三部構成の書き方を理解する。 

総合学習と関連させ、「世界の恵まれない子どもたち」について調べたメモをもとに、

習得した三部構成の型を活用して意見文②を書き、習熟する。 
 

《めざす子どもの姿》 

 

《子どもの実態》 



４．単元の実際 

《習得》 

 
 
 実践を行った４年生のクラス 38 名全員が何らかのゲームをもっていることを確認し、子どもがゲーム 
について感じている楽しさを十分掘り起こす。その上で、「はじめ・なか・おわり」の形式で書かれたこ 
とが明らかにわかる自作資料「ゲームなんてやめなさい」を提示した。「ゲームなんてなくなればいい」 
という教師の主張に子どもたちは大いに反応し、反論するために「書きたい！」という子どもたちの気 
持ちを引き出すことができた。これまでの「ゲームをする生活は当たりまえ」という生活経験とズレの 
ある課題を提示することで、先生を説得するという、書く目的を生むことができたと考える。 
《提示した教師のモデル文》 

 

（１）三部構成のモデル文「ゲームなんてやめなさい」を提示し、子どもの意識とのズレを生む。 



自作のモデル文の「なか」の部分には、①（ゲームの）値段が高い②視力が低下する③（ゲーム 
をする）時間がもったいないという３つの理由が述べてある。子どもは、それぞれの理由について勢い 
よく反論する言葉を述べ続けた。 
・値段が高いという理由に反論します。どんなに値段が高くても、お金に替えられない楽しさがゲー

ムにはあると思います。 
・先生は視力が低下すると（モデル文に）書いているけど、時間ごとに休憩して目を休めているから

視力は悪くならないと思います。 
また、教師がモデル文で述べた①値段②視力低下③時間の３つの観点とは別に他の理由を挙げて反論す 
る子どももいた。 ○友達ができる ○登場人物を育てるゲームでは、親の苦労がわかる ○学習ソフ 
トを使うと頭がよくなる ○ストレス解消になる ⑤お父さんと話が合うようになる 

 
 
 
モデル文の内容を 3 つに分けなさい。 
と発問し、モデル文に線を引かせた。はじめ・なか・おわりの

構成になっていることに気付いた子どもに空欄の構成メモ枠

を提示し、どのようなキーワードで事実の部分が書かれている

かに着目させる。 
 
 
 

ゲームなんてなくなればいいと思っている先生を説得する文章を書いてみなさい。 

と投げかけ、構想メモを考えさせた。「なか」の部分の３つの理由は、モデル文の３つの理由に反論する

形でもよいし、自分で考えた理由から選んでもよいこととした。 
《モデル文に反論する「意見文①」》 

       

（２）モデル文の書かれ方に着目させ、はじめ・なか・おわりの構成に気付かせる。 

（３）モデル文に反論する形式で構成メモを書き、意見文を書く。 



 
   
《活用》  

「構成メモ」を生かした意見文の書き方を活用し意見文を書く。 

 
 
 二分の一成人式を迎えた 4 年生は、          《子どもの構成メモ》 
総合学習で二分の一成人式を行う。そ

のタイミングを生かし、世界中の 10
歳の子どもたちの生活について調べ

学習を行った。先進国の幸せな 10 歳

の子どもと、後進国の困窮した子ども

たち（少年兵・地雷の脅威・児童労働・

ストリートチルドレン等）との暮らし

ぶりの違いに気づかせ、後進国の子ど

もたちの生活について本・インターネ

ット・家の人へのインタビューなど、

調べ学習を行った。必要なことはメモ

させ、なるべくたくさんの情報を集め

させた。その後、意見文を書くために

情報を取捨選択し、主張と理由を構成メモにまとめさせ、意見文を書かせた。 
 まず、「なか」で述べたいことの要点（キーワード）を付箋に書き、構成メモの中央に張らせる。本や

インターネットから調べた大量のメモの中から、付箋に書いた要点を説明するために必要な情報を選ば

せ、「なか」の部分にまとめさせた。子どもは、この構成メモをもとに、習得した型を使って意見文を書

いた。 

 

（４）恵まれない世界の子どもたちについて調べ学習をし、習得した型を使って意見文を書く。 



《習得した三部構成の型を活用して書いた「意見文②」》 

 

 
 

 



５．成果と課題 

１．成果 

【子どもが書きたくなる課題】 

 文章を書くことが好きという小学生は少ない。したがって、作文を書きたくなる課題づくりが必要だ。

子どもはズレを感じた時、自ら考えたり、書いたり、話したりしたくなると考えている。 
① 友達の考えとズレる。 
② 既習事項や生活経験とズレる。 
③ 友達の考えとズレる。 
 本単元は、②の生活経験とズレを生む課題を提示して子どもの書きたいという気持ちを掘り起こした。 
教師の考えに反論したくなる課題を提示することが、子どもの書く必然を生んだのだと思われる。 
 
【三部構成の仕組みを構成メモによって可視化したことについて 】 

 説明文・意見文の構成に気づかせる学習は子どもにとって難しい。長い文章のどこで意味段落が変わ

るのか、分かりづらいからだ。しかし、構成メモで可視化し、書かれ方に目を向けさせることで文書全

体が三部構成になっている仕組みについて理解させることができた。構成メモには付箋を用い、「なか」

がさらにいくつかの事例で分けられていることにも気づかせることができた。 
 
【型を示すことの重要性】 

 教師は、本単元で子どもに付けたい力のゴールのイメージをもって授業に臨む。しかし子どもはゴー

ルのイメージなど持っていない。何のために学習しているのか明確ではない。 
 本単元の途中、モデル文には型（はじめ・なか・おわり）があることを見つけさせた時点で、子ども

に「はじめ・なか・おわり」が明確な意見文を書こうと投げかけた。つまり、教師と子どもが、同じゴ

ールイメージをもって「できるようになった姿」を共有して授業に臨む。できるようになった姿を子ど

もが明確にもつことで、教師の意図やアドバイスが子どもに分かりやすく、伝わりやすくなる。型を示

すことのよさは、ここにある。「はじめ・なか・おわり」を使って書くことのよさや、書きやすさを実感

した子どもは、次に文章を書く時、再びこの型を使って書こうとする。単元終了後、1 年間の思い出を綴

った文章を書く際、「はじめ・なか・おわりを使って書こう」と投げかけた。子どもは自分の考えを表現

する手段として三部構成を使った作文を書くことができた。 
 
２．課題 

【型の習熟について】 

 この単元を終えてから、三部構成の型を使った作文や意見文を書くよう、二回、課題を出した。その

結果、クラスのおよそ 85％の子どもが三部構成の意見文を書くことができるようになった。しかし、「お

わり」の始まりを表す接続語がなかったり、改行一字下げができなかったりする子どもが、まだ数名だ

が存在する。三部構成の型を使うことを国語授業だけでなく他教科での授業や家庭学習などで使わせる

ことによって、本単元で付いた力を「生きて働く力」として使えるよう一層の活用を図っていくことが

必要である。 
 


